
 
 

  

鳥取大学ダイバーシティキャンパス推進室便り ２０２３年 ６月 ８日  

通信 第52号 

●お知らせ   - プライド月間 - この号の内容 
◆お知らせ 
  プライド月間  
◆活動報告① 
 第１回室員会議を開催しました 
◆活動報告② 
 工学部で講義を行いました 
◆室員紹介  
  後藤 知伸 副学長   ダイバーシティキャンパス推進室長 
◆お役立ち情報 
 ダイバーシティセミナー(FD・SD研  
 修)を開催します 

●活動報告①   -  第１回室員会議を開催しました  - 
４月１４日(金)に、藪田理事、後藤新室長、昨年度からの継続及び新たに室員となったメンバーを迎え（下

表）、本年度第１回のダイバーシティキャンパス推進室室員会議を開催しました。 

会議では、１年生の『大学入門ゼミ』について、全学で実施すべきであるとの意見が出されたことから、そ
の後室員による部局での調整により、工学部では電気情報系学科、農学部では来年度の実施が決まりました。 

 ６月は「プライド月間」。世界各地で、LGBTQ＋の権
利を啓発するための活動やイベントが開催されます。 

 本学では、附属図書館にて『プライド月間展示』が
行われ、ダイバーシティキャンパス推進室では、『身
近な人が性的マイノリティかな？と気づいたら』を
テーマにダイバーシティセミナーを開催します。詳し
くは、お役立ち情報をご覧ください。 

室長                    副学長   後藤 知伸 
地域学部                      准教授   中  朋美 
医学部                       准教授   三好 陽子 
工学部                       教授    櫛田 大輔 
農学部                       准教授   大﨑久美子 
医学部附属病院                   教授    山田 七子 
乾燥地研究センター              助教      寺本 宗正 
教育支援・国際交流推進機構          准教授   石本 雄真 
学生支援センター                    准教授   井上 菜穂 
総務企画部人事課              係長    岩本 智美 
研究推進部研究推進課            係長    會見有紀子 
研究推進部地域価値創造研究教育機構 
          地域連携推進室 係長    森田 将悟              
ダイバーシティキャンパス推進室   ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 長谷 順子 

よろしく 
お願いします！ 

●活動報告②   -  工学部で講義を行いました  - 
電気情報系学科１年生の『大学入門ゼミ』の第７回講義【大学におけるダイバーシティ】において、長谷

コーディネーターがダイバーシティとは何か、多様性が求められる背景やメリット・デメリット、女性に対す
る社会の現状、性の多様性とダイバーシティキャンパス推進室の紹介、設置目的や活動について説明しまし
た。             《抜粋》        

・ジェンダーギャップ指数2022において、日本は教育の分野で146ヵ国中１位  
  となり、ジェンダーギャップはないと評価されているが、経済、医療アク  
  セス、政治参加の分野を含めた全体では116位と、主要７ヵ国、東アジア・ 
  太平洋地域では最下位であること。 
・令和３年社会生活基本調査にて、夫の家事に関わる時間は妻の４分の１に 
  も足らず、女性が男性と同等に仕事をしていても、女性の育児・家事に関 
  わる負担は減っていない現状。 

などをお話しし、男子学生には、積極的に家事・育児を行って欲しいとお願いしました。 



  

  

 
 

★室員紹介   後藤 知伸   副学長 ダイバーシティキャンパス推進室長 
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担当理事・副学長：藪田 千登世   
室長：後藤 知伸 副学長  
専任コーディネーター：長谷 順子 (キャリアコンサルタント) 

ご要望・ご相談などは、下記までお寄せください 

5月28日、美保基地航空祭に初めて行ってきました。華麗な展示飛行や機体の美しさ、エンジンやプロペ
ラの音を大いに楽しみました。登場したブルーインパルスやC-2輸送機は川崎重工がプライムとなって製造
した機体です。 

大学への憧れと、学生に知識や経験を伝えたいという気持ちで、1993年に鳥取大学に来てからは、流
体音に加えて微生物運動の研究も始めました。生物学、物理学、工学の境界領域でもあり、他分野の人か
らも刺激を受けて楽しく取り組んできました。誰がやっても同じ答を得ることを期待できるのが物理系の
問題の面白さの一つです。 

35年前、固定翼機の構造設計で活躍されていたリ
クルータが、C-2輸送機の先代となるC-1輸送機やそ
れをベースにした短距離離着陸機飛鳥の話をしてく
れました。人とモノに惹かれて入社(出来の悪い学生
でしたが、売り手市場)、振動騒音関係の部署で流体
音の研究に携わらせてもらいました。太鼓やスピー
カの音は膜の振動によって生じますが、バットを振
る音のように流れから直接出る音のことを流体音と呼び、航空機からの音はほとんどが流体音です。 

C-2輸送機（垂直尾翼には大国主命と白兎） 

この４月、推進室長に指名されました。学生支援センターの業務や共同研究も
あり、なかなか集中して時間を割くことができませんが、可能な範囲で進めたい
と思っています。 

ダイバーシティ推進も学生支援も、答が一つではありません。最適解を探そう
と皆が真剣に努力しますが、最適についての考え方(価値観)はそれぞれ異なりま
すので、上手くいかないこともあれば、ピタッとはまる(ように見える？)こと
も。条件が無数にあるため、同じ種類でも様々な形状となる機体を設計するのと
同じかもしれません。自分自身でも内外からの価値観の相克に考えさせられる毎
日です。 

ドクターとりりんも来場（私の背後に隠れてドクターヘリの写真） 

★お役立ち情報  –ダイバーシティセミナー（FD・SD研修）を開催します- 

開催日時：令和５年６月２３日(金)～７月２２日(土) 
     manabaによるオンデマンド配信 
内  容：身近な人が性的マイノリティかな？と気づいたら 
講  師：星 賢人氏 

「差異を彩に」を掲げ、自身もゲイとして就活に悩むLGBTQ+の友人達を見て、
LGBTQ+向けの就職情報サイト「ジョブレインボー」を学生時代に立ち上げる。
現在は66万人と500社が利用する日本最大のダイバーシティ総合人材サービス
として、企業のDE&Iコンサルティング、セクシュアリティ診断ツールやLGBTQ+
のマッチングアプリ開発も行いながら、誰もが持つ人の違いを"負"ではな
く"彩"に変えるための社会実験を行う。       


